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特 徴

１．用地調査・地籍調査の土地関連調書を作成するソフトです。

２．弊社指定の入力シートに登記データ・所有者データを入力することにより、

Ｅｘｃｅｌのシートとして調書データが作成されます。

１．Land＆Person（ホッコ－産業製）で入力したデータを指示することにより、

Ｅｘｃｅｌのシートとして調書データが作成されます。

４．Ｅｘｃｅｌで調書が作成されますので、ＣＤや光磁気等に保存して発注者に

提出することができます。

５．データ作成後、Ｅｘｃｅｌの機能でデータの追加・編集が行えます。

Ｅｘｃｅｌに出力できる調書

埼玉県の仕様

土地調査表（個人） Ａ４横（従来仕様）・Ａ４縦 平成１６年仕様

土地調査表（一覧表） Ａ３横（従来仕様）・Ａ４横 平成１６年仕様

土地登記簿転写簿 Ａ４横

土地調書 Ａ３横・Ａ４縦 (平成１７年仕様)

立会人名簿 Ａ４横・Ａ４縦（全員・日時別）

立会確認書 Ａ４縦（継続用紙有り→LAPのフォルダーに格納）

所有者宛名ラベル Ａ４縦

権利者確認調書一覧表 Ａ４縦

権利者調査表 Ａ４縦

フリーフォーマット対応

立会依頼書 立会依頼.xls

境界立会確認書 立会確認FR.xls

相続関係説明図 相続図ORGA3.xls, 相続図ORGA4.xls



国土交通省の仕様

土地調査表（一覧） Ａ４横

土地調書 Ａ３横・Ａ４縦

境界立会確認書 Ａ４縦

地籍調査

地籍調査表（現地調査用） Ａ４縦

地籍調査表（データ出力用） Ａ４縦

地籍簿 Ａ４横

一筆調査前名寄帳 Ａ４横

移動項目別地番一覧表 Ａ４横

地区別地目別集計表 Ａ４横

筆数変動一覧表 Ａ４縦

実施地区面積別筆数表 Ａ４縦

地籍調査結果閲覧確認書 Ａ４横

土地閲覧調書 Ａ４横

地目別筆数面積変動調書 Ａ４横

異動項目別筆数調書 Ａ４縦



制限事項

一度にＬＡＰで処理出来る登記データ６０００件（共有データは含まず）

※制限を超える場合は、EXCEL 入力シートを大字単位等で分けて処理すれば無制限です。

※試用版での制限 登記データ５件

セットアップ

左のアイコンをダブルクリック操作は、画面に従って進めて下さい。

※デフォルトは Cドライブのマイドキュメント



SetUp 版でバージョンアップする際の注意事項

バージョンアップする場合、上記の画面が表示されます。
ＬＡＰの削除を選択して完了します。
再度 L&P.msi を実行してセットアップを行ってください。
修復ではプログラムの更新は、行われません。

注意！！詳細設定ファイル（LP.ini）も LAP の再セットアップで初期値になってしまいます。

詳細設定ファイルを予め他の場所へ保存するか別名で保存しておいて下さい。

（プログラム中の詳細保存機能）

バージョンアップ後、保存しておいた詳細ファイルを呼出して再度ＬＡＰを起動してください。



ＬＡＰフォルダーの内容（初期のままインストールした場合 c:¥program files¥LAP）

ＬＡＰプログラム本体

データ入力シートです。
このシートを現場フォルダーにコピーしてデータ入力を始めて下さい。

ＬＡＰユーティリティプログラム
Land＆Person のデータをＬＡＰの入力データに変換するツールです。

調書の詳細設定をした情報が保存されます。名前を付けて保存・呼び出しができ
ますので、現場ごとに違った内容の詳細設定を管理することができます。

購入いただいた場合のＩＤ・社名もこのファイルに保存されますので、
ＩＤ登録後に、他の場所へ別名で保存しておくことをお勧めします。

各調書のひな形ファイルを上書き保存してしまうことを回避するため仮に作成さ
れます。入力ファイルをＬＡＰで指示した時に、入力ファイルが入っているフォ
ルダーに作成されます。不要であれば削除しても問題ないかと思います。

ＬＡＰの改良履歴（バージョンアップ情報）が書かれています。

Land＆Personの地目ファイルです。Land＆Personの標準の地目が書かれてい
ます。追加している場合このファイルをメモ帳等で開き追加して上書き保存
しておいてください。

入力データからＥｘｃｅｌの調書を作成する際の元になる調書のひな形が
入っています。他のフォルダーに移動しないでください。

弊社で用意した入力シートのサンプル版です。
データの入力の参考にしてください。

立会依頼書の原本です。現場フォルダーにコピーしてお使い下さい。



立会確認書の継続用紙です。必要に応じて印刷してご利用下さい。

立会確認書フリーフォーマットのひな形ファイルです。
入力シートが入ったフォルダーに変更したシートをコピーしてお使い下さい。

相続人関係図（Ａ４縦）の原本です。このシートを変更して設定をセット

することにより、フリーフォーマットに対応しています。

他のフォルダーに移動しないでください。

注意！！

ORG が付いているＥＸＣＥＬシートは、内容を変更して上書き保存した場合、

バージョンアップすると弊社のオリジナルに戻ってしまいます。別の場所へバックア

ップしておきバージョンアップ後にＬＡＰのフォルダーへ戻して下さい。

FR が付いているＥＸＣＥＬシートは、入力シートを入れたフォルダーへコピーしてか

ら内容変更が必要な場合変更してお使い下さい。



【入力シート】

ＬＡＮＤシート

県名・町村
大字・字

基本的には、出力したい文字を全て入力してください。
例：町村→日進町 大字→三丁目・大字矢代田 字→字楠目

地目（登記・現況） セルをクリックするとダイアログ入力になります。

登記簿地積 登記簿に記載されている面積

差引地積 実際に差し引きに使用する面積を入力します。

抽出マーク 英数・ひらがな・カタカナ・漢字等こだわりません。

買収(1)～買収(3) 調査表（個人）の用地分割に入る部分です。

実測残地面積 土地調査表（一覧）の残地面積に入る面積です。

乙区 乙区の権利名を入力します。 例：抵当権・根抵当権等

乙区内容
乙区の内容を入力します。改行する場合は、半角カンマ,で 区切って
ください。個人の調査表の場合、Ａ４縦・Ａ４横により書き出す欄の
大きさが違いますので注意してください。

順位番号 土地調査表（個人）Ａ４縦版の順位番号

受付年月日
受付番号
原因年月日
原因

土地調査表（個人）の甲区欄の上に出力されます。

隣接地ＣＤ
隣接地ＣＤ記号

立会確認書の隣接地情報

登記住所
登記者氏名

登記住所を入力します。
登記者氏名を入力します。

持分
共有記号

共有の場合共有持分を入力します。 <例> 1/2等
共有グループを識別する自由なコードを入力します。<例> A001等

マスク１
立会日等の情報を入力します。立会人名簿の出力を行う際、細設定
で指定することにより立会日別の調書を出力することができます。
入力例：2004/4/15 １日目 等（書式は必ず文字列）

マスク２
立会時間等の情報を入力します。
入力例：10:00 等 （書式は必ず文字列）

Ｓリンクコード
ＰＥＲＳＯＮ（所有者・現住所）を整理した後、ＰＥＲＳＯＮ
シートのＳコード振のボタンを押すことにより、所有者名と登記所有
者氏名とを照合して自動でコードが振られます。



ＬＡＮＤシート（地籍調査関連）

ＡＮ列以降、地籍調査の調査後の入力列です。

調査前の地籍のデータに関しては、既存の LAP データを流用しております。

LAP を使って土地調査したデータをそのまま地籍調査用として使える訳です。

現況（調査前）と照らし合わせて入力出来る様に異動事項セルをクリックした時に上図のよ

うなダイアログ表示をするようにしました。

入力項目

ダイアログ入力で入力できるデータ

異動事項Ⅰ・異動事項Ⅱ・字・地番・地目・地籍・住所・氏名・原因・日付

その他の入力項目

地図番号・調査番号・調査年月日・地積図番号・公図番号



ＰＥＲＳＯＮシート

所有者名
所有者Ｃボタンによりコピーされたデータを編集・追加します。
直接入力することもできます。

フリガナ
所有者Ｃボタンによりコピーされた時、自動でカナ振り
されます。カナの修正が必要な場合、直接修正してください。

生年月日
個人調査表（横版）左下戸籍簿等の欄に出力します。
昭和１０年５月１０日等そのまま入力してください。

死亡年月日
入力されていると個人の調査表（横版）の所有者の前に
（亡）と出力して死亡年月日を出力します。
平成１０年１２月１日等そのまま入力してください。

郵便番号
郵便番号自動変換アドイン機能で現住所から自動で付加
することができます。後述を参考にしてください。

現住所
所有者Ｃボタンによりコピーされた時、登記簿住所が入力され
ます。現住所と照合して修正を行ってください。

本籍住所
本籍住所を入力してください。番地等もそのまま漢字モードで入
力してください。

電話番号 直接入力 048-651-2507（文字列）

Ｓコード 任意のコードを指定 001 S001 H501等 下記を参照

Ｓコード振
このボタンでPERSONシートの所有者名とLANDシートの登記
所有者氏名を照合してLANDシートのＳリンクコードへ自動
で振ります。

権利者
権利者調書が必要な権利者または、宛名印刷の時に出力したい
キーワードを入力します。
＜例＞ 買収 隣接 権利 など自由に設定します。

相続コード
相続人関係図を作成する為、相続人をグループにするための
コードを設定します。
例：A・B・C等 相続シートの相続コードに対応しています。

法人代表者名 所有者が法人だった場合の法人代表者を入力

役職名 所有者が法人だった場合の役職名を入力

代表者住所 所有者が法人だった場合の代表者住所を入力



相続シート

相続コード PERSONシートの相続コードで設定したコードを入力します。

相続人名 相続人の氏名

生年月日 相続人の生年月日

死亡年月日 相続人の死亡年月日

続柄 続柄

現住所 相続人の現住所

本籍住所 相続人の本籍住所



【処理の流れ】

① LAND シート上に土地登記簿情報を順に入力します。
共有者がある場合は、次の行から羅列します。（地番は振らない）

② 入力シートを印刷してデータのチェックを行い、ミスがあれば修正します。
③ 所有者Ｃボタンを押して、PERSON シートに所有者の情報を転記します。

※ 入力した順にカナが振られて転記されます。（所有者名が重複してます。）
④ PERSON シートに自動移動
⑤ 所有者整理ボタンを押して、自動にカナ順に並び替え重複所有者を削除します。

※ 同姓同名が生じる場合には所有者名を若干変更しておくと良いでしょう
⑥ 行を先頭にしてＳコードを入力します。 <例> Ｓ001 や S101 等
⑦ S コード振ボタンを押して、LAND 上の登記簿所有者と同じだった場合には自動に S コー

ドが振られます。
⑧ LAND シートに自動移動
⑨ Ｓコードの状況を確認します。
⑩ PAERSON シートを手動で開きます。
⑪ 現氏名や現住所などが違っているデータの修正を行います。
⑫ 自動郵便番号振り機能（EXCEL アドイン）郵便番号を自動で振ります。
⑬ その他、必要なデータがあれば引き続き入力します。
⑭ チェックシートのデータチェックボタンを押し入力の整合性がとれているかチェックし
ます。
※PAESON シート上の現況所有者情報の修正は必ず最後に行って下さい。再度、LAND 上の

所有者Ｃボタンで転記した場合など、修正したデータは全て上書きされてしまいます。
※旧の入力シートからの変換ツールは用意してません。お手数ですが、新旧両方のシートを
開いておき、コピー＆ペーストを駆使して新入力シートの仕様にして下さい。立会確認書の

隣接地 CD について

隣接地 CD に適当な文字列をセットして、

その文字列を隣のセルにｶﾝﾏ区切りで羅列

します。

隣接地 CD

文字列で８文字以内

隣接地 CD 記号

羅列件数は 30 データ以内



連番振 共有情報がある場合、隣接地ＣＤは振らない方がわかり易い。

地番未入力（＝共有）を飛ばして先頭を１番として連番を振る機能です。

※ 土地立会確認書出力の際必要なデータなので、その調書の出力が無い作業では入力する

必要はありません。

共有マーカ このボタンを押すと共有者の行の背景を色塗りします。

色分けされることで、共有状態がひと目で分かり易くなります。
何度実行しても、問題はありません。

代表共有者 → 水色
その他の共有者 → 黄色
他の共有を参照 → オレンジ （持分には何も入ってなく代表共有者のみ）

所有者Ｃ

全ての登記簿データの入力及びチェックが終了したら、このボタンを押して

PERSON シートに登記簿住所と所有者が自動でコピーされます。



共有状況検索

地番を入力して、登記簿所有者名を入力します。

今までに、この所有者名で共有情報があったのか検索を行います。

代表共有者名にセルをあてて、共有状況検索ボタンを押します。

何も変化なし → 残念ながら以前に入力はありません。手で入力します。

下図の様に検索した場合

はい ボタン → 登記簿住所と共有記号を複写して、入力中のセルに戻ります。

いいえ ボタン → 共有の持分の割合や共有者のメンバーが異なった場合など、

いいえ ボタンを押して入力中のセルに戻ります。



【郵便番号自動変換アドインについて】

１．ＰＥＲＳＯＮシートのＦのセル全体を範囲指定

します。

２．ファイルメニューのツール－ウィザード－郵便

番号変換を選択します。

３．ウィザードの指示に従ってください。住所から

郵便番号を生成する。⇒次へ

４．Ｅのセルを選択し、種類⇒７桁の郵便番号

書式⇒文字列 次へ

５．完了－下記のように自動で７桁の郵便番号

が生成されます。



データ作成

１． infile の種別で使用するデータを指示します。通常データの場合、入力シート

のファイルを指示します。又、Land＆Personのデータの場合、

LAND¥DATA¥現場名¥埼玉土地 DB.XLS を指示してください。

２．抽出マークについて、入力しない場合入力データ全てを対象に出力します。

複数の条件で抽出する場合半角カンマ，で区切り入力します。

抽出できる文字列は、最大５個です。

例：対象地,隣接地 a,b

３．各調書のチェックが入っているものだけを対象にデータを作成します。

４．詳細条件を設定し名前を付けて詳細設定を保存することが出来ます。

調書出力 CSV 出力 詳細保存 詳細呼出 終了



詳細設定

土地調査表

調査年月日・調査者を必要に応じて入力します。

開始整理番号は、０を入力すると整理番号を出力

しません。調査表の種別は、Ａ４縦書き（平成１

６年度仕様）・横書きの種類を選択してください。

選んだひな形でデータを作成します。

法人・商業登記簿欄に現住所等全てを出力にチェ

ックしてありますと、現住所・氏名等の全てのデ

ータを打ち出します。チェックが無い場合、法人

代表者氏名が入っているデータ（現住所・会社名

・代表者名）・相続データが入っているデータ（本

籍・生年月日・死亡年月日・氏名）のみ作成しま

す。

土地調査表（一覧表）

路線河川名、箇所、事業名の各データを入

力します。

（ ）内は旧調書の項目

旧一覧表で出力するにチェックをすると

平成６年までの旧書式（Ａ３横）で作成され

ます。

土地登記簿転写簿

調査年月日・開始整理番号を指定します。

開始番号０場合は、整理番号を出力しませ

ん。



土地調書

工事名 年月日 事務所長名 調査責任者名

前文 後文を入力してください。

Ａ４縦書式（平成１７年度）で出力する場合

の注意点

１．年月日の平成は削除してください。

２．全文の（知事）は、削除してください。

３．調査責任者の欄は、Ａ４縦書式の場合

出力場所がありません。

立会名簿

立会名簿の種類を選択します。(Ａ４横書き・Ａ

４縦書き）出力マスクになにも入力しないで出

力すると表題の後に全員の文字を印字し、対象

になる入力データをすべて作成します。

マスクについて

LAND データ内にマスク 1、2 が用意してあります。（書式は必ず文字列）
そこへ打ち分けしたい項目（例えば日時等）を入力することで処理できます。
データから登録されている内容をリスト表示されますので、該当を選びます。
＜例＞
マスク１に 2004/04/14 マスク２に 10:30 を入力し、コンボボックスよりそれを選択すること
により 2004/04/14 10:30 に立会い対象のリストを作成することができます。
年月日とする・時間とするにチェックをつけておくことにより表題の後に下記のように出力
されます。

チェック無し チェックあり
2004/04/14 → 平成１６年４月１４日

10:30 → 午前１０時３０分～

※マスク処理を行ってデータが抽出されない場合は、マスク 1、2 の書式が文字列でない事が

考えられます。日付型や時刻型など。



土地境界立会確認書

立会確認書の宛先を入力します。

権利者調書

ＰＥＲＳＯＮシートの権利者欄に入力し

た文字を入力することにより、対象のデ

ータを作成することができます。

建物調査表

土地入力シート上に建物に関するデータを入力し

ます。データ出力の有無の判断は、種類欄が登録

されているかで判断します。

床面積は、「/」で区切り面積の後には自動に㎡を

付加します。



国交省－詳細設定

土地調書については、Ａ４・Ａ３の２種

類のフォーマットに対応しています。

データの出力について

【PERSON シートの法人代表者名が入力されている場合。】

代表者名の住所・法人名・役職名 代表者氏名

【PERSON シートの法人代表者名が空欄の場合。】

現住所・生年月日 生・死亡年月日 死亡 ← 入力がある場合のみ・氏名

□法人・商業登記簿欄に現住所等すべて出力する。

チェック有 ・・・ 上記の法則ですべて出力します。

チェック無 ・・・ PERSON シート上の法人代表者名が登録されている場合と相続ｺｰﾄﾞが登

録されているデータに対してのみ出力します。

※ 現住所・本籍地共にデータがある場合 “現住所 ”・“本籍地 ”と文字を先頭に加える。

※ 現住所が空欄で本籍地がある場合 “本籍地 ”と文字を先頭に加える



地籍調査－詳細設定

帳票によっては、調査前と後の打ち分け処

理ができるタイプがあります。

名寄帳に共有者も含めるかの区別を選択で

きます。

閲覧確認書の下方の市長名を設定します。



宛名印刷

その他のタグで宛名アイコン

をクリックしますと上記のよ

うな画面になり、全所有者と

権利欄をリスト表示します。宛名を出

力したい行をマウスにより反転表示さ

せ宛名出力ボタンを押します。

範囲指示の場合はマウスで行をドラッ

グするか初めをクリックした後、終わ

りを SHIFT ｷｰ＋マウスの選択で指示

できます。また、個別に一行毎の選択

はＣｔｒｌｷｰ＋マウスで選択できます。

※複数行が選択された状態でマウスだけ

で行をクリックすると、選択状態の行は

解除されます。

＜便利な機能＞

全選択・・・・・・・全所有者を選択した状態にします。

指定選択・・・・・ボタンの上にある入力行に PARSON シートにある権利者欄に登録して

ある語句と一致する所有者を全て選択状態にします。

入力する語句は自由なので、処理しやすいように工夫して下さい。

分類毎に何度でも宛名出力できます。

＜分類例＞ 買収 隣接 権利 などなど自由

全解除・・・・・・選択状態を全て解除します。

宛名出力・・・・選択状態になっている所有者のみを EXCEL で出力します。

□会社等の場合は「御中」で出力します。

PARSON シート上の法人代表者氏名が空欄ではない場合は会社等とみなし、チェックの有

無により「様」・「御中」を区別して出力します。



境界確認同意書一覧表

境界確認同意書一覧表

北区日進町３丁目

地 番 氏 名 受付番号 図面番号 頁 備 考

1 榎本 政一

榎本 政二

榎本 政三

17 榎本 政一

36-2 加藤 勝

38 新規 正義

大字+字+地番順にソートしたデータから上記表を作成します。

地番毎に行数が異なるのは、入力データ LAND 内の T のセルに数値を入れた場合です。

現況地目 乙 区

雑種地 根抵当権

宅地

何も入れなければ、通常の１行（共有がある場合はその共有者分）で数値がある所はその数

値分行数が追加されます。

また、頁にまたがる複数行は自動的に次頁処理を行います。

（共有者の場合の頁にまたがる判断はしておりません。）

大字が変われば自動的にワークシートを追加します。

※ 判断基準は大字、字、地番な為、県、郡市、区が異なる場合はそれぞれに入力シートに

分けて処理して下さい。

※ ID 登録画面で入力された会社名がヘッダー情報として登録されます。



フリーフォーマット対応の調書について

立会依頼書

○入力データが入ったフォルダー内に「立会依頼 FR．XLS」を作成することにより

立会依頼書をフリーフォーマットで出力することができます。

インストールしたＬＡＰフォルダーに「立会依頼書.xls」がありますので内容を変更して入力

データがあるフォルダーに保存してください。

注 保存するときは、必ず改頁プレビュー状態でなく標準で保存してください。

改頁プレビュー状態ですと極端に処理スピードが低下します。

一人の所有者で一枚の依頼書として出力します。

１ページの改頁行数、氏名印字位置、立会日時印字位置、土地の所在印字位置をそれぞ示す

る事で、その位置へデータを出力できます。

一人の所有者が複数の土地を持っている場合は、土地所在の真下行に地番を羅列して処理し

ます。すなわち上記設定では、27 行目にその他の地番が羅列されることになります。

境界立会確認書
○入力データが入ったフォルダー内に「立会確認 FR．XLS」を作成することにより

境界立会確認書をフリーフォーマットで出力することができます。

LAP フォルダー内に「立会確認 FR．XLS」が入っていますのでコピーしてご利用ください。



フォーマットは自由に作成できますが、どこに何を出力するかは設定シートで行います。

※設定シートは現在固定です。

○その他の帳票 境界立会確認書出力（フリーフォーマット）

作成例１

作成例２



相続関係説明図
○ ＬＡＰのフォルダー内の「相続図 ORG．XLS」を変更することにより相続関係説明図

をフリーフォーマットで出力することができます。

注 ＬＡＰのフォルダー内に置いてください。

入力データが入っているフォルダー等に移動・名前の変更はしないでください。

調書の作成ができなくなります。

詳細は、「相続図 ORG．XLS」の設定シートをご覧ください。



CSV 出力

一般にこの土地登記簿調査業務は測量作業の初めです。

この後、各社測量システムにより画地登録を行って計

算書、図面等を作成します。

その１筆の画地にも当然、地目、所有者、登記面積な

どの登録が必要になります。

登記簿調査で入力したデータと同じ物をまた、手作業

で登録するのでは間違えも発生するし手間も大変です。

本システムは測量システムで容易に必要データをイン

ポートできるように CSV 出力が出来ます。（CSV と

はカンマ区切りテキスト形式）

CSV 出力ボタンを押すと、指示したフォルダー内に全

土地データをファイル出力します。

SFC 地番→属性

公図連続図等を作成する場合は、ＬＡＰ上に属性データが存在しているのでそれを有効に活用した

い。公図を画地登録すれば、属性としてインポートは可能です。（ＣＳＶ出力）

しかし実務では、公図線をトレースして地番を文字入力しているようです。

そこで、そのような場合でも、属性を簡単に追加できる仕組みを作りました。

【操作手順】

お使いのＣＡＤシステムで公図の地番を大字毎にレイヤ分けして、その地番だけをＳＦＣ出力します。

余計な線データ等がある場合は、そのまま処理するため重複します。



ＬＡＰ２を起動して、対象データを呼び出します。

ＣＳＶ出力ボタンを押 す。

ＳＦＣ 地番→属性ボタンを押す。

作成した、ＳＦＣファイルを呼び出します。

_S が付加した新たなＳＦＣを出力します。

例> CAD出力が、地番.SFC 処理後、地番_S.SFC

また、リンクができなかった地番は、「ＥｒｒＬｏｇ.ｔｘｔ」として出力します。 （大字,地番）

出力できる属性は下記内容で最大で４段までとします。

１、所有者

２、地目

３、地目+現況地目 現況地目はカッコ付で出力

４、地目+公簿面積

５、公簿面積

６、登記簿住所

７、不動産番号

８、マスク 1 通常は立会年月日

９、マスク 2 通常は立会時間

10、マスク 1+2 立会年月日と時間

11、隣接地 CD

12、なし 1 段目以外

・地番との空き 各段の隙間を㎜単位で指定します。

・配置方法 地番位置を基準に、左詰・中央・右詰から選択します。

・公簿面積の付加文字 登録した㎡等を面積の後に付けられます。不要な場合は空欄

“□共有者も出力する。”

チェックがある場合は、共有者全員を出力し、無い場合は代表所有者に「外〇名」と出力します。

“□氏名の全角スペースを除去する。”

チェックがある場合は、氏と名の間の全角スペースを除去して出力します。（半角は無視）



お使いのＣＡＤシステムで作成した SFC を合成します。

レイヤ名（大字）の先頭には重複しないよう

に“S_”を SFC 上で付加しました。

文字の配置位置は地番と同じ位置です。

対象を全選択状態にして、一括移動しま

す。

文字の高さ・角度は地番と同じです。

文字の間隔は 0固定としました。

共有者も出力するにチェックが有る場合

共有者を羅列して出力します。 共有一郎共有和子共有次郎

修正しやすいように、色はピンク色で出力します。

マルチテキスト対象 CAD の場合は、改行を挿入して 整えてください。

共有者が多い場合、入りきれない場合があります。（CAD システムの仕様）

リンクはあくまでも、大字名称（レイヤ名称）とＳＦＣ上の地番文字で行います。

従って、土地が狭く枝番のみの文字等とはリンクできませんので注意して下さい。

ＣＡＤ上のレイヤ名を大字名としてください。

説明（コメント）名称を大字名としただけでは処理できません。

引出線付文字には対応しておりませんので、地番の引き出し作業は属性転記後処理するように

して下さい。

SXF の P21 には対応しておりません。

「解説画像にある CADシステムは福井コンピュータ製のMercury-Evoloto2 を使いました。」



所有者宛名用ラベルシールについて（参考）

エーワン ２８１７９（２０シート入り） 定価 １,０５０円（税込み）

２８１８０（１００シート入り） 定価 ４,４１０円（税込み）

２８７２５（５００シート入り） 定価１９,９５０円（税込み）



LAP2 の入力データを利用して公図連続図等の文字を作成する手順

LAP2 入力シートに Copy ボタンを新設しました。

クリップボードに貼り付けたい行を選択してこの Copy ボタンを押します。（列はどこでも良い）

貼り付ける項目は詳細設定で登録します。

コピーしたい列番号をカンマで区切ります。（段数（カンマ）の制限はありません。）

地番のように 2つを繋げる場合は+で繋げます。（２つまで）

本番（8 列）+枝番（9 列）

地積のように文字を付加する場合は＆で繋げます。

地積（12 列）＆㎡ 12&ｍ2

※最後にも必ずカンマを付けます。

使用する CAD で文字列を貼り付けます。（使用例は Mercury-Evoluto）

文字入力内でCtrl+V キーを押す。

１. LAND の対象行を選択

２. Copy ボタン

３. CAD の文字入力内でCtrl+V キー

４. 文字を配置する。

１～４を繰り返す

文字配置は中央揃いが良いでしょ う



Microsoft Excel は、米国マイクロソフト社の米国およびその他の国における登録商標です。

※その他の製品名等は、各社の商標または登録商標です。

令和５年４月版

本システムの使用に際して生ずる利益又は損失について弊社は一切の責任を負いかねま

すのでご了承ください。いかなる方法によっても無断転載・複製を禁じます。

記載ソフトウエアは著作権法で保護されていますので無断複製を禁じます。
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